
令和５年度 第４回可美小学校運営協議会 会議録（要点記録） 

 

１ 開 催 日 時   令和６年２月６日（火）10：00～12:00 

２ 開 催 場 所   可美小学校 会議室 

３ 出 席 委 員   須佐勝己会長 大畑尉智子副会長 内山和博 田中亜希子 中村精志  

河合さくら（学校支援 CD兼務） 高栁桃子（学校支援 CD兼務） 

４ 欠 席 委 員   小野田哲也  

５ オブザーバー  小野田康弘（浜松市議会議員）  

６ 学  校   中村孝夫（校長） 夏目聡美（教頭） 藤井光広（主幹教諭） 

          長谷川明美（CS担当教諭） 河合昭子（CSディレクター）                                      

７ 教育委員会   鈴木陽子（教育総務課） 

８ 傍 聴 者   なし 

９ 会議録作成者  CSディレクター 河合昭子    

10 開催要件の確認 司会の夏目教頭から、委員総数 8 名のうち７名出席しているため、会議が成

立している旨の報告があった。 

11 議長の選出   本日の議長は大畑副会長 全員異議なくこれを承認した。  

12 協 議 事 項  （１）学校関係者評価（「いじめ防止等のための基本的な方針について」含む 

         （２）来年度の学校運営の基本方針の説明 

         （３）学校運営協議会の自己評価 

         （４）夢育やらまいか（CS加算分）報告 

13 会 議 記 録 

（１） 学校関係者評価について 

藤井主幹教諭より資料に沿って説明があった。 

子供・保護者・教員が同じ質問について答え、評価する。 

① キャリア教育については、保護者の評価が低い。いろいろな方法で周知していく。 

② 明るい挨拶・正しい言葉遣いについて・・・学校、家庭、地域の大人、子供、みんな

が協力して意識していけるよう、これからも啓発活動に努めていく 

③ 好き嫌いなく給食を食べる…好き嫌いが多い児童もいるので食育に力を入れている。 

④ 安心して楽しく学校生活を送っている・・・安心できない、楽しくないと答えた子供

たちの気持ちに寄り添っていく。R6 年度に向け、再度学校いじめ防止基本方針の見

直しを図りたい。 

    それらについて、委員からは以下の意見が述べられた 

     〇今後も継続し、様々な教育活動をやっていってほしい。（須佐会長） 

     〇キャリア教育をコロナ後頑張っていると思う。引き続き頑張ってほしい。（大畑副会長） 

     〇キャリア教育は地域と連携することが大切。給食でも食育が重要。（小野田オブザーバー）                    

      →食生活が随分変わってきている。家庭との連携が必要である。（校長より）       

（２） 来年度の学校運営の基本方針の説明 

校長より資料に基づき説明があった。 



      来年度の計画を立てているところである。 

① 生きて働く力を育てていきたい。書く力をつける。 

② 新学習指導要領を踏まえた教育課程の見直し 

本校は何が足りないか確認している。読む力、書く力の育成について校内で研修して 

いる。 

③ キャリア教育、教育の情報化、学校運営協議会制度を教育の柱とする「浜松市第 3次 

教育総合計画」も 5年目となり浸透してきている。 

       可美笑み（キャリア教育で育みたい力の頭文字）という言葉を合言葉にしている。 

       情報モラルの日…来年度より情報モラルを１年生から学ぶ。タブレットの持ち帰りも

今年度は毎週水曜日。学校としての約束事を決めたい。キャリア教育についても、専

門家を招き、学ぶ。     

    委員から以下の意見があった。 

     〇キャリア教育、ICT教育 ちゃんと考えてやってもらっている。（須佐会長） 

     〇議長の大畑副会長より、学校運営についての承認は、次年度第 1回学校運営協議会で 

行いたいとのことであった。 

（３） 学校運営協議会の自己評価について 

須佐会長より資料に基づき説明があった。 

◎前回の熟議での課題  

可美小の子供たちの登下校時の見守りボランティアについて校長より説明があった。 

  可美小学校区内に既に 10以上の協力団体が見守り活動をして下さっているが、今まで横 

の繋がりがなかったので、情報交換をしていきたい。情報を共有することが大切である。 

    委員から以下の意見があった。 

     〇民生委員で見守りボランティアを紹介し募ったら、40人が加入してくれた。 

      町によって活動方法が違うからだと思うが、いつもと違う場所や着るもの、時間帯 

で、誰かわからないと子供たちは挨拶しても知らん顔。さみしく思う。（中村委員） 

〇安全ボランティア、CS について子供たちにもちゃんとわかるように活動を周知してい

きたい。（田中委員） 

〇子供たちへ活動を周知する。根気よく挨拶をし続ける。（髙柳委員） 

→あいさつをこちらからすると、返ってくるようになる。気持ちの良い元気なあいさ 

つが出来る。（校長より） 

（４） 夢育やらまいか（CS加算分）報告 

夏目教頭より、今年度、学校運営協議会の意見書に基づき、計画通り実施することができ

たとの報告があった。 

14 連 絡 

（１） 夏目教頭より内山委員と小野田委員が今年度で退任されると連絡があった。 

（２） 令和 6年度 第１回学校運営協議会 令和 6年 5月 15日（水）10：00～12：00 会議室 

（３） 次回の議長は須佐会長 


